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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を発生させる第１ランプ及び第２ランプで構成された光源と、
　前記第１ランプ及び第２ランプに隣接した第１入光面及び第２入光面、前記光が放出さ
れる出射面、及び前記出射面に対向する背面で構成された導光板と、を含み、
　前記背面には、前記光源から入射された光を前記出射面方向に均一に出射させるための
ドット形状のパターンが形成され、また前記導光板の内部には入射光を散乱させる光散乱
部材を具備したバックライトアセンブリと、
　前記導光板から出射された前記光を用いて画像を表示するディスプレーユニットと、
　前記バックライトアセンブリ及び前記ディスプレーユニットを収容するための収納モジ
ュールとを含み、
　前記ドット形状のパターンは、ＰＭＭＡを主材料として前記第１ランプ及び第２ランプ
にそれぞれ隣接した前記導光板の両端部よりその中央部に行くに従い密にスクリーン印刷
により形成され、
　前記光散乱部材は、第１ランプ及び第２ランプにそれぞれ隣接した前記導光板の両端部
より、前記中央部に行くに従い密に形成され、
　前記光散乱部材の総体積は、前記導光板全体体積の１０％以下であることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項２】
　前記ドット形状のパターンは、前記導光板に直接形成されることを特徴とする請求項１
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に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記光散乱部材は、前記導光板の内部にランダムに分布することを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記光散乱部材は、微細粒子で形成されることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記光散乱部材は、有機高分子物質により構成されることを特徴とする請求項３に記載
の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記導光板の下部に具備され、前記背面で漏出された光を前記出射面側に反射させる反
射板を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記導光板の前記ディスプレーユニット側に具備され、前記導光板に入射された光の光
束を前記ディスプレーユニット方向に集光させる光調節手段を更に含むことを特徴とする
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　光を発生させる第１ランプ及び第２ランプで構成された光源と、
　前記第１ランプ及び第２ランプに隣接した第１入光面及び第２入光面、前記光が放出さ
れる出射面及び前記出射面に対向する背面で構成された導光板と、を含み、
　前記背面には、前記光源から入射された光を前記出射面の方向に均一に出射させるため
のドット形状のパターンが形成され、また前記導光板の内部には入射光を散乱させる光散
乱部材が具備され、
　前記ドット形状のパターンは、ＰＭＭＡを主材料として前記第１ランプ及び第２ランプ
に隣接した前記導光板の両端部より前記背面において中央部に行くに従い密にスクリーン
印刷により形成され、前記導光板の出射面に向かう光の入射角が前記導光板の臨界角以下
になるように前記光源から入射された光を乱反射するパターンであって、
　光散乱部材は、第１ランプ及び第２ランプにそれぞれ隣接した前記導光板の両端部より
、前記中央部に行くに従い密に形成され、
　前記光散乱部材の総体積は、前記導光板全体体積の１０％以下であることを特徴とする
バックライトアセンブリ。
【請求項９】
　前記導光板の下部に具備され、前記背面から漏出された光を前記出射面側に反射させる
反射板を更に含むことを特徴とする請求項８に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項１０】
　前記導光板の出射面側に具備され、前記導光板から出射される光を集光させる光調節手
段を更に含むことを特徴とする請求項８に記載のバックライトアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置用バックライトアセンブリ及びこれを利用した液晶表示装置に
関するものであり、より詳細には、導光板の内部に散乱粒子を分散させ、背面に光拡散パ
ターンを形成して輝度を向上させ、光効率を改善した液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に使用されている液晶表示装置の一つである陰極線管（ＣＲＴ）はテレビを始め
、計測機器、情報端末機などのモニターに主に利用されているが、陰極線管自体の重みと
大きさとによって電子製品の小型化、軽量化の要求に積極的に対応することができない。
【０００３】
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　このような、陰極線管に代替するために、小型、軽量及び低消費電力などの長所を有し
、液晶パネルの内部に注入された液晶の電気、光学的性質を利用して情報を表示する液晶
表示装置の開発が活発に進んでおり、最近では平板表示装置としての役割を果たしている
。
【０００４】
　このような液晶表示装置は、液晶の特別な分子配列に電圧を印加して異なる分子配列へ
変換させ、このような分子配列により発光する液晶セルの複屈折性、旋光性、２色性及び
光散乱特性などの光学的性質の変化を視覚変化へ変換することで、液晶セルによる光の変
調を利用したディスプレー装置である。液晶表示装置は大きくＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎ
ｅｍａｔｉｃ）方式とＳＴＮ（Ｓｕｐｅｒ－Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）方式に分
かれ、駆動方式の差異でスイッチング素子及びＴＮ液晶を利用したアクティブマトリック
ス（Ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ）表示方式とＳＴＮ液晶を利用したパッシブマトリック
ス（Ｐａｓｓｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ）表示方式がある。
【０００５】
　このような液晶表示装置は、陰極線管と異なり、ＴＦＴ基盤とカラーフィルタ基板との
間に注入された液晶が光を発生させることができる発光物質でなく、外部から入る光の量
を調節して画面に表示する受光性物質であるために、液晶パネルに光を照射するための別
途の光源としてバックライトアセンブリを必要とする。
【０００６】
　液晶表示装置全体のエネルギー消耗量のうち、バックライトアセンブリで消費されるエ
ネルギーの比重が相当に高いために、バックライトアセンブリの大きさ及び光効率などは
液晶表示装置の機械的/光学的特性に多くの影響を及ぼす。これによって、最近ではバッ
クライトアセンブリの輝度向上及び低消費電力化に関する関心が高まっており、バックラ
イトアセンブリの光効率向上のための技術開発が強化される趨勢である。このようなバッ
クライトアセンブリは光源の位置に従って直下方式とエッジ（ｅｄｇｅ）方式に区分され
、導光板の形状に従って平板形と傾斜形に区分される。軽量化と輝度調節及び光均一度の
観点からエッジ方式の傾斜形導光板を有したバックライトアセンブリを採択することが一
般的な傾向である。
【０００７】
　上述したような、従来液晶表示装置の具体的な例は米国特許第５、５０２、５８２号“
Ｌｉｇｈｔ　ｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｏｌｅｒ　ｆｏｒ　ＬＣＤ　ｍｏｎｉｔｏｒ”、米国特
許第５、７９１、７７０号“Ｌｉｇｈｔ　ｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｏｌｅｒ　ｆｏｒ　ＬＣＤ
　ｍｏｎｉｔｏｒ”、米国特許第５、８２５、６１４号“Ｃｏｍｐａｃｔ　ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｗｉｔｈ　ＬＣＤ　ｍｏｎｉｔｏｒ”などにより詳細に開示さ
れている。
【０００８】
　しかし、バックライトアセンブリの導光板はバックライトアセンブリ構造の特性に従っ
て光源から近い側と遠い側の出射面で放出される光量に差異が発生する。従って、出射光
の均一性が低下され、光源から遠い側の輝度は顕著に減少される問題がある。これを解決
しようとしたものとして、ＬＣＤパネル方向に進行される光の輝度向上と分布の均一化を
保障するための導光板構造が米国特許第５、１７８、４４７号に開示されている。
【０００９】
　図１は上述したような液晶表示装置用バックライトアセンブリ構造を示した斜視図であ
り、図２は図１をＡ１－Ａ２方向に切断した断面図である。
【００１０】
　図１及び図２を参照すれば、液晶表示装置用バックライトアセンブリはランプユニット
１００と導光ユニット２００に構成され、前記ランプユニット１００は光を発生するラン
プ１１０及び前記ランプ１１０を覆うランプリフレクタ１２０を含む。
【００１１】
　前記ランプ１１０には主に冷陰極管が使用されており、前記ランプ１１０で発生される
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光は導光板２１０の一側面もしくは両側面を通じて入射することになる。
【００１２】
　この時、前記ランプ１１０から出射される光は全円周方向に出射されるので、導光板２
１０に対して逆方向に出射される光を前記導光板２１０側に反射させて前記ランプ１１０
から発生される光の効率を向上させるために前記ランプリフレクタ１２０を具備する。
【００１３】
　一方、前記導光ユニット２００は反射板２２０、導光板２１０、拡散シート２３０及び
多数の集光シート群２４０を具備して形成される。
【００１４】
　前記導光板２１０は傾斜した背面と水平の出射面（異なる方法として、傾斜した出射面
と水平の背面もとり得る）及び光が導入される入光面とこれに対向する側断面を有するパ
ネル形態から成るようにアクリルのようなプラスチック系の透明な物質で形成されており
、前記ランプ１１０から発生した光が前記導光板２１０の出射面を経て上部に配置される
液晶表示パネル（図示せず）側に進行されるようにする。
【００１５】
　この時、前記導光板２１０内部へ入射した光を液晶表示パネル方向の面光源に変換させ
るために拡散インク２１２を微細なドット形状に前記導光板２１０の背面に印刷する。前
記ドット形状の拡散インク２１２は前記導光板２１０内部へ入射した光を乱反射させるこ
とで、前記導光板２１０の出射面に入射される光の入射角を前記導光板２１０の臨界角以
下にして、前記液晶表示パネル（図示せず）への光の出射性を増大させる。
【００１６】
　一方、前記液晶表示パネル（図示せず）へ入射される光の均一度を向上するために前記
ドットは光源から近い側は密度を低く形成し、遠いほど高く形成する。
【００１７】
　前記導光板２１０の背面には反射板２２０が形成され、前記導光板２１０の出射面の上
に前記拡散シート２３０及び多数の集光シート群２４０が順次に積層される。
【００１８】
　前記反射板２２０は、前記ランプ１１０から発生されて前記導光板２１０の背面に進行
する光のうちで前記拡散インク２１２によって反射されない光を再び前記導光板２１０の
出射面側に反射させることで、前記液晶パネル（図示せず）に入射される光の光損失を減
らすことと同時に前記導光板２１０の出射面に透過される光の均一度を向上させる役割を
する。
【００１９】
　前記導光板２１０と前記集光シート群２４０の間に位置した前記拡散シート２３０は出
射面の法線方向に対して一定な傾斜を有する出射光を前記液晶パネル（図示せず）方向に
屈折させて正面輝度を高める。
【００２０】
　前記集光シート群２４０は前記拡散板２３０と前記液晶表示パネル（図示せず）間に位
置し、三角柱状のプリズムが一定な配列を有する複数個のシートにより構成される。前記
複数個のシートは、プリズム配列が互いに所定の角度で行き交うように配置され、前記拡
散シート２３０から出射される光の視野角を狭めることで、前記液晶表示パネル（図示せ
ず）側に入射される光の正面輝度を上昇させて消費電力を減らすことができる。一般的に
前記集光シート群２４０にはプリズムシートを保護するための保護シートが含まれ、前記
液晶表示パネル（図示せず）は前記保護シート上に設置される。
【００２１】
　しかし、前記のようなバックライトアセンブリで、光を発生する光源は導光板の一側面
または両側面に位置するので、導光板内部へ入射される光のうちで出射面方向に出射され
なくて直進して、前記入光面と対向する側端面に漏洩される光が発生する。これは液晶表
示パネルでの輝度を低下させる原因になり、光効率を減少させることになる。
【００２２】
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　特に、モニター用液晶表示装置の場合にはノートブックＰＣ用液晶表示装置に比べて導
光板の厚さがかなり厚いために、前記したような漏洩光が相当の大きさで発生し、これに
よって液晶表示装置の光効率は顕著に減少することになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　従って、本発明の第１目的は導光板内部へ入射した光のうちで導光板を貫通して入光面
と対向する側端面に漏洩される光の量を最小化することで輝度を向上し、光効率を改善し
た液晶表示装置を提供するものである。
【００２４】
　本発明の第２目的は、入射光が入光面と対向する側端面に漏洩される光の量を最小化す
ることができる導光板を含むバックライトアセンブリを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
前記した本発明の第１目的を達成するために本発明による液晶表示装置は、光を発生させ
る第１ランプ及び第２ランプで構成された光源と、前記第１ランプ及び第２ランプに隣接
した第１入光面及び第２入光面、前記光が放出される出射面、及び前記出射面に対向する
背面で構成された導光板と、を含むバックライトアセンブリを有する。前記背面には、前
記光源から入射された光を前記出射面方向に均一に出射させるためのドット形状のパター
ンが形成され、また前記導光板の内部には入射光を散乱させる光散乱部材を具備している
。液晶表示装置はさらに、前記導光板から出射された前記光を用いて画像を表示するディ
スプレーユニットと、前記バックライトアセンブリ及び前記ディスプレーユニットを収容
するための収納モジュールとを含む。また、前記ドット形状のパターンは、前記第１ラン
プ及び第２ランプにそれぞれ隣接した前記導光板の両端部よりその中央部に行くに従い密
に形成されている。また、前記光散乱部材は、第１ランプ及び第２ランプにそれぞれ隣接
した前記導光板の両端部より、前記中央部に行くに従い密に形成され、前記光散乱部材の
総体積は、前記導光板全体体積の１０％以下である。
【００２６】
かつ、前記した本発明の第２目的を達成するために本発明によるバックライトアセンブリ
は、光を発生させる第１ランプ及び第２ランプで構成された光源と、前記第１ランプ及び
第２ランプに隣接した第１入光面及び第２入光面、前記光が放出される出射面及び前記出
射面に対向する背面で構成された導光板と、を含む。前記背面には、前記光源から入射さ
れた光を前記出射面の方向に均一に出射させるためのドット形状のパターンが形成され、
また前記導光板の内部には入射光を散乱させる光散乱部材が具備され、前記ドット形状の
パターンは、前記第１ランプ及び第２ランプに隣接した前記導光板の両端部より前記背面
において中央部に行くに従い密に形成され、前記導光板の出射面に向かう光の入射角が前
記導光板の臨界角以下になるように前記光源から入射された光を乱反射するパターンであ
る。また、前記光散乱部材は、第１ランプ及び第２ランプにそれぞれ隣接した前記導光板
の両端部より、前記中央部に行くに従い密に形成され、前記光散乱部材の総体積は、前記
導光板全体体積の１０％以下である。
【００２７】
　従って、本発明によると、入光面に対向する側端面に直進して漏洩される入射光を導光
板内部の散乱粒子に衝突させることで、漏洩光を出射面に出射させて輝度を増加させ、光
効率を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、図面を参照して本発明の望ましい一実施形態について詳細に説明する。前記した
ようにコンピュータモニター用液晶表示装置のバックライトアセンブリで光の漏洩が発生
する場合が多いために、以下ではモニター用液晶表示装置のバックライトアセンブリを基
準にして説明する。
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【００２９】
　図３は本発明の一実施形態による液晶表示装置の実施形態を概略的に示した図面である
。
【００３０】
　図３を参照すれば、コンピュータシステム９００はキーボード５１０やマウス５２０な
どのような入力装置５００、論理及び演算回路とストア装置を具備する本体６００及び画
像情報を表示するモニター７００により構成される。
【００３１】
　前記入力装置によって入力されたデータは前記本体６００の倫理及び演算回路によって
加工されて、前記ストア装置（図示せず）や前記モニター７００のような出力装置で出力
される。
【００３２】
　前記モニター７００は軽量、薄型、低消費電力の長所を有する液晶表示装置により構成
され、前記液晶表示装置は画像情報を表示する画面表示部（Ａ）と前記画面表示部（Ａ）
にかぶさるケース４００を含む。前記ケース４００の下部にはモニターを支持するための
受け板４５０が形成されている。前記ケース４００は四角リング形状の収納空間を具備し
たボトムシャーシ４２０と前面に画面表示をするための開口部が形成されているトップシ
ャーシ４１０により構成される。前記ボトムシャーシ４２０とトップシャーシ４１０は相
互対向して結合されて前記ケース４００を構成する。
【００３３】
　図４は本発明の一実施形態による液晶表示装置の概略的な分解斜視図である。
【００３４】
　図４を参照すれば、液晶表示装置７００は画像を表示するためのディスプレーユニット
１００、ディスプレーユニットに光を提供するためのバックライトアセンブリ２００、前
記ディスプレーユニットとバックライトアセンブリを収納するためのボトムシャーシ４２
０及び前記ディスプレーユニットとバックライトアセンブリをボトムシャーシ４２０に固
定するためのトップシャーシ４１０を含む。
【００３５】
　前記ディスプレーユニット１００は画像を表示するための液晶表示パネル１１０、デー
タラインに駆動信号を印加するソース側印刷回路基板１２０、データ駆動信号印加時期を
決定するソース側テープキャリアパッケージ１２１、ゲートラインに駆動信号を印加する
ゲート側可撓性印刷回路基板１３０及びゲート駆動信号印加時期を決定するゲート側テー
プキャリアパッケージ１３１を含む。前記液晶表示パネル１１０は薄膜トランジスター基
板１１１とカラーフィルタ基板１１２及び液晶（図示せず）により構成される。
【００３６】
　前記薄膜トランジスター基板１１１はマトリックス形状の薄膜トランジスターが形成さ
れている透明なガラス基板としてソース端子にはデータラインが連結され、ゲート端子に
はゲートラインが連結される。かつ、ドレーン端子にはインジウムティンオキサイド（Ｉ
ＴＯ）より成る画素電極が形成される。
【００３７】
　前記薄膜トランジスター基板１１１に対向するカラーフィルタ基板１１２は光が通過し
ながら所定の色が発現される色画素であるＲＧＢ画素が薄膜工程により形成された基板で
ある。カラーフィルタ基板１１２の前面にはＩＴＯから成った共通電極が塗布されている
。
【００３８】
　前述した薄膜トランジスター基板１１１のゲート端子及びソース端子に電源が印加され
ると、画素電極とカラーフィルタ基板１１２の共通電極の間に電界が形成される。このよ
うな電界は薄膜トランジスター基板１１１とカラーフィルタ基板１１２の間に注入された
液晶の分子配列角を変化させ、これに従って光透過度が変更されて所望の画素を得ること
になる。
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【００３９】
　この点につき更に述べると、データラインとゲートラインに印加される駆動信号及びタ
イミング信号を制御するために駆動ＩＣを実装しているソース側テープキャリアパッケー
ジ１２１及びゲート側テープキャリアパッケージ１３１が付着されている。
【００４０】
　前記ディスプレーユニット１００の下にはディスプレーユニットに均一な光を提供する
ためのバックライトアセンブリ２００が具備されている。前記バックライトアセンブリ２
００はランプユニット及び導光ユニットにより構成され、前記ランプユニットは光を発生
するランプ２１０及び前記ランプを覆うランプリフレクタ２１２を含む。導光ユニットは
導光板２２０、反射板２３０、光学シート群２４０を具備して形成される。
【００４１】
　前記ランプ２１０としては一般的に冷陰極管が使用され、前記導光板２２０の両側端部
もしくは一側端部に位置する。従って、前記ランプ２１０で発生される光は前記導光板２
２０内部へ入射することになる。前記ランプリフレクタ２１２は前記ランプ２１０から発
生された光を前記導光板２２０側に反射させる役割を行う。
【００４２】
　前記導光板２２０は前記ディスプレーユニット１００の液晶表示パネル１１０に対応す
る大きさを有し、液晶表示パネル１１０の下に位置して前記ランプ２１０で発生される光
を前記ディスプレーユニット１００側に案内するよう光の経路を変更する。
【００４３】
　前記導光板２２０の背面には導光板２２０内部へ入射した光を液晶表示パネル１１０方
向の面光源に変換させるために拡散パターンが微細なドット形状に印刷され、前記導光板
２２０の内部には入射された光と衝突して散乱させるための散乱粒子が分散されて形成さ
れる。
【００４４】
　これによって、前記導光板２２０の入光面に入射してこれに対向する側端面に直進して
漏洩される光は散乱粒子と衝突して散乱され、拡散パターンによって出射面に拡散される
ことで輝度が増加される。
【００４５】
　前記導光板２２０の下には導光板から漏洩される光を導光板２２０に反射させて光の効
率を高めるための反射板２３０が具備されており、前記導光板２２０の上には導光板から
出射されて液晶表示パネル１１０に向かう光の輝度を均一にするための複数個の光学シー
ト２４０が具備されている。前記光学シート２４０は導光板から入射される光を分散させ
る拡散シート、拡散シートから拡散された光を前記液晶表示パネル１１０に垂直な方向に
集光する役割を実行する集光シート、集光シートの表面を保護する保護シートを含む。
【００４６】
　前記バックライトアセンブリ２００とディスプレーユニット１００はボトムシャーシ４
２０の基底部から順次に積層されて前記ボトムシャーシ４２０の内部に収容される。前記
ボトムシャーシ４２０は直六面体のボックス形状または四角リング形状を有し、上面は開
口されている。即ち、４個の側壁と基底面により構成され、幅方向側部には前記ランプ２
１０に電源を供給するための開口部が形成されている。
【００４７】
　前記ディスプレーユニット１００とバックライトアセンブリ２００を前記ボトムシャー
シ４２０に収納させた後、前記ディスプレーユニット１００とバックライトアセンブリ２
００を前記ボトムシャーシ４２０の底面部に固定するためにトップシャーシ４１０が提供
される。前記トップシャーシ４１０はボトムシャーシ４２０と対応して直六面体の形状を
有し、上面部は液晶表示パネル１１０を露出させるために開口されており、側壁部は内側
垂直方向に折曲されて前記ディスプレーユニット１００の上面の周辺部をカバーする。前
記トップシャーシ４１０の長さ方向の一側壁に液晶表示装置の受け台がトップシャーシ４
１０と一体で形成される。
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【００４８】
　上述したように、前記ディスプレーユニット１００とバックライトアセンブリ２００を
前記ボトムシャーシ４２０に収納させた後、前記液晶表示パネル１１０を露出させる開口
部を有するトップシャーシ４１０によって固定させることで、本発明による液晶表示装置
７００を完成する。
【００４９】
　本発明に従って入射光の漏洩を防止する導光板の構造と機能をより詳細に説明すれば、
次のごときものである。
【００５０】
　図５は本発明の一実施形態によるバックライトアセンブリを示した断面図である。
【００５１】
　図５によると、前記バックライトアセンブリ２００は所定の厚さを有する平板形状の導
光板２２０と前記導光板２２０の両側端部に配置されて光を発生するランプ２１０を含む
。
【００５２】
　前記導光板２２０は前記ランプ２１０から発生された光を前記ディスプレーユニット１
００側に案内するように光の経路を変更し、導光板２２０内部へ入射した光を液晶表示パ
ネル１１０方向の面光源に変換させるために前記導光板２２０の背面には拡散パターン２
２４が微細なドット形状に印刷され、前記導光板２２０の内部には入射された光と衝突し
て散乱させるための散乱粒子２２２が分散されて形成される。
【００５３】
　前記光拡散パターン２２４はＰＭＭＡ（Ｐｏｌｙｍｅｔｈｙｌ　Ｍｅｔｈａｃｒｙｌａ
ｔｅ：ポリメチルメタアクリレート）を主材料にして接着力を増加させるためにＰＶＡ（
Ｐｏｌｙｖｉｎｙｌ－ａｌｃｈｏｌ：ポリビニルアルコール）を添加させ、有機溶剤で溶
解させた後、光散乱材を混合したインクを前記導光板２２０の背面にスクリーン印刷して
製造する。尚、スクリーン印刷とは、絹や化学繊維の布を強く張ってスクリーンとなし、
非印刷部を型紙または膠材で覆ってからスクリーンを通して被印刷物体にインクを塗布す
る方法で、スクリーンの材料を変えて種々の塗布形状のインクをかなり厚く塗布できる方
法として公知のものである。これと異なり、光の反射及び散乱機能を有する部材を前記導
光板２２０として直接加工して形成することもできる。プリズム形状の空隙部を通じて入
射光を反射させたり、反射面の表面に散乱材をコーティイングして出光させることもでき
る。この時、前記空隙部はプリズム形状だけでなく、凸レンズ形状、凹レンズ形状、梯形
形状または六面体形状などの多様な形態で製作することができる。
【００５４】
　前記光拡散パターン２２４は前記導光板２２０の内部へ入射した光を乱反射させること
で、前記導光板２２０の出射面に向かう光の入射角を前記導光板２２０の臨界角以下に設
定することによって、前記液晶表示パネル１１０への光の出射性を増大させる。かつ、前
記ランプ２１０と近い側の部分では前記光拡散パターン２２４を小さくなるように形成し
て、出射面に向かう拡散光の量を小さく維持し、前記ランプ２１０と離れた前記導光板２
２０の中央では光拡散パターン２２４を大きく形成して出射面に向かう拡散光が多くなる
ようにする。これによって、出射面での光均一性を改善することができる。
【００５５】
　一方、前記散乱粒子２２２は前記導光板２２０の内部領域に分散されて前記導光板２２
０と一体で形成される。前記側端面に漏洩される光の方向を前記出射面側に変えることが
目的であるので、前記散乱粒子２２２は光の特性に影響を及ぼさない物質、たとえば、有
機高分子化合物などにより構成する。かつ、前記散乱粒子２２２は微細な粒子形状により
構成するので、前記導光板２２０内部領域を可能な限り小さな率で占めながら高い散乱効
果が得られるようにする。望ましくには、前記散乱粒子２２２の総体積は前記導光板２２
０全体体積の１０％以下を占めるように形成する。
【００５６】
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　かつ、前記入光面の付近より前記他方の側端面付近の分布密度を高くなるように形成す
ることで、出射光の均一度を向上させる効果を付随的に達成することができる。導光板内
部へ入射して直進する光は、前記散乱粒子２２２と衝突して前記導光板２２０の出射面方
向に出射されたり、背面方向に進行した後に前記光拡散パターン２２４によって散乱され
て出射面方向に出射される。上述のように、前記入光面から遠いほど前記散乱粒子２２２
の密度を高く形成するので、入射面から離れるほど弱くなってくる光に対し衝突の確率を
増大させることになる。これによって、前記入光面と入光面から遠い側の出射光の光密度
をより均一にすることができる。
【００５７】
　従って、前記導光板２２０の背面に光拡散パターン２２４を形成し、同時に出射面と背
面間の内部領域に散乱粒子２２２を分散させることで、漏洩光を減少させて輝度を増加さ
せることができる。前記導光板２２０内部へ入射する光のうちで前記光拡散パターン２２
４に直接反射する光（II、III）は前記導光板２２０の出射面に出射され、光が導入され
る入光面と対向する側端面に直進する光（I、IV）は前記散乱粒子２２２と衝突して前記
導光板２２０の出射面に出射（I、IV）されたり、導光板２２０の背面に進行した後、前
記光拡散パターン２２４に反射されて出射面に出射される。
【００５８】
　図６は既存のバックライトアセンブリと本発明によるバックライトアセンブリの輝度変
化を比較するための説明図である。
【００５９】
　図６のＡは導光板に光拡散パターン及び散乱粒子を適用しない導光板を有するバックラ
イトアセンブリ（以下、第１バックライトアセンブリ）の輝度を図示したものであり、図
６のＢは光拡散パターンのみを適用した導光板を有するバックライトアセンブリ（以下、
第２バックライトアセンブリ）の輝度を図示したものである。かつ、図６のＣは散乱粒子
のみ適用した導光板を有するバックライトアセンブリ（以下、第３バックライトアセンブ
リ）の輝度を図示したものであり、図６のＤは本発明の一実施形態に従って光拡散パター
ン及び散乱粒子を全て適用した導光板を有するバックライトアセンブリ（以下、第４バッ
クライトアセンブリ）の輝度を図示したものである。
【００６０】
　一般的に使用される導光板構造である第２バックライトアセンブリの輝度を１００％に
定めた場合、第１バックライトアセンブリは１０％、第３バックライトアセンブリは４０
％、第４バックライトアセンブリは１２０％の相対的輝度値を有する。
【００６１】
　従って、導光板内部に散乱粒子のみを分散させる導光板構造や背面に光拡散パターンを
形成する導光板構造に比べて散乱粒子と光拡散パターンを組合った導光板構造でバックラ
イトアセンブリの輝度が顕著に増加する。
【００６２】
　散乱粒子のみ分散させる導光板構造は散乱粒子と衝突して導光板の背面に散乱される光
を出射面方向に出射させることができないので、輝度が低く、光拡散パターンのみ適用し
た導光板構造は入光面に対向する側端面に入射光が漏洩されることのため、光効率を減少
させる。
【００６３】
　しかし、散乱粒子と光拡散パターンを全て適用した導光板構造では散乱粒子によって背
面に散乱された光を光拡散パターンによって出射面方向に出射させ、散乱粒子によって漏
洩される直進光量を減少させることで、光効率を向上させ、輝度を増加させることができ
る。
【００６４】
　以上、本発明の実施形態によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発
明が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れ
ることなく、本発明を修正または変更できるであろう。　
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【００６５】
　上述したように本発明は、モニター用液晶表示装置だけでなく、ノートブックコンピュ
ータ、ポケット用電子計算機、ディジタルカムコーダー（ｃａｍｃｏｒｄｅｒ）などの多
様な電子機器に応用されることができ、いずれの場合でも輝度の向上が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】従来の液晶表示装置用バックライトアセンブリ構造を示した斜視図である。
【図２】図１をＡ１－Ａ２方向に切断した断面図である。
【図３】本発明の一実施形態に従う液晶表示装置の実施形態を概略的に示した図面である
。
【図４】本発明の一実施形態による液晶表示装置の概略的な分解斜視図である。
【図５】本発明の一実施形態によるバックライトアセンブリを示す断面図である。
【図６】既存のバックライトアセンブリと本発明によるバックライトアセンブリの輝度変
化を比較するための説明図である。
【符号の説明】
【００６７】
１００　　ディスプレーユニット
１１１　　薄膜トランジスター基板
１１２　　カラーフィルタ基板
１２０　　ソース側印刷回路基板
１２１　　ソース側テープキャリアパッケージ
１３０　　ゲート側可撓性印刷回路基板
１３１　　ゲート側テープキャリアパッケージ
２００　　バックライトアセンブリ
２１０　　ランプ
２１２　　ランプリフレクタ
２２０　　導光板
２３０　　反射板
４００　　ケース
４１０　　トップシャーシ
４２０　　ボトムシャーシ
５１０　　キーボード
５２０　　マウス
６００　　本体
７００　　モニター
９００　　コンピュータシステム
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